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既存工業団地も残り１区画（２ha）となり、企業進出の促進を図るため、市
内全域にわたる適地調査に基づき 基本計画を作成し、新たな企業進出
への対応を図る。
【事業年度：１８年度 （事業費：6,720)】

武雄市・伊万里市周辺の実業高校の進路指導担当教諭との懇談会を行
い、卒業生の就職状況や企業立地動向等の情報の共有化を図り、企業
誘致活動に活用していく。
【事業年度：１９年度～２１年度】

工業団地適地調査

伊万里市・武雄市地域経
済活性化事業

国道４９８号の整備促進

進路指導担当教諭との懇
談会

優遇制度の充実

頑張る地方応援プログラム

プロジェクトの目的、概要
及び具体的な成果目標

（目的、概要）
自治体の枠を越え地域が連携した企業立地の促進を図るともに、既存企業の

増設へのバックアップ等により雇用の創出を図る。
【事業年度： 継続事業】

プロジェクト名

（具体的な成果目標）
実業高校卒業生の県内就職率の向上 H17 47％ → H21 55％
常用雇用者数30人以上の製造業の事業所数 H18 25件 → H21 27件
製造業出荷額 H16 606億円 → H21 660億円
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④プロジェクトの期間

住民への公表の方法
（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ等）

政策分野の分類
（①～⑪）平成19年度～21年度

http://www.city.takeo.lg.jp/shisei/plan/ganbaru/

トップセールスによる企業
誘致活動

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

企業誘致の促進及び、既存企業の拡張の支援を行うため、固定資産税・
水道料金の免除や、地元雇用者の増加を図るための雇用奨励金等の充
実を図る。
【事業年度：１９年度～】

市長自らが、全国への誘致活動を行うとともに、営業部による武雄市の売
り込みを行い、企業誘致の促進を図る。
【事業年度：１９年度】

伊万里港・武雄北方ICを結ぶ国道４９８号の高規格化による整備促進を図
り、産業道路としての活用を図る。
【事業年度： 継続事業】

伊万里港や武雄北方ICなどのインフラ及びそれぞれの特色を活かした地
域連携による企業誘致活動を展開して新たな雇用創出を図る。
【事業年度：１９年度～】


